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広
報

「継
続
は
力
な
り
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
和
気
あ
い
あ
い
と
活

動
し
て
い
ま
す
。
発
表
の
場

と
し
て
は
、
熊
本
県
合
唱
祭

や
高
森
中
学
校
文
化
祭
な
ど

年
７
回
程
度
。
今
年
の
町
民

‐

10
０
（
３
．
音
楽
祭

で
は

「
千
の
風
に

´ヽ

FIの

な

っ
て
」
な
ど
３
曲
を
披
露

し
ま
し
た
。
そ
ん
な

「は
な

し
の
ぶ
コ
ー
ラ
ス
」
、
練
習
の

成
果
を
形
で
残
そ
う
と

「野

の
花
の
う
た
こ
え
」
と
称
し
、

こ
れ
ま
で
に
Ｃ
Ｄ
２
枚
を
自

■ ._

tCア

●

●

は
な
と
の
ざ
ヨ
ー
ラ
ス

今
年
結
成
１０
周
年
を
迎
え
た

「は
な
し
の

ぶ
コ
ー
ラ
ス
」
。
当
時
の
高
森
中
学
校
母
親
部

会
が

ク文
化
祭
を
盛
り
上
げ
よ
う
ク
と
活
動

を
始
め
た
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
で
す
。
メ
ン

バ
ー
は
３０
代
か
ら
５０
代
ま
で
の
３０
人
。
高
森

東
中
学
校
の
山
本
ち
づ
る
先
生
指
導
の
も
と
、

費
制
作
。
澄
み
切
っ
た
歌
声
が
収
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
結
成
当
時
か
ら
の
代
表
堤
峰
子
さ

ん
は

「１０
年
の
間
、
指
導
者
の
交
代
も
あ
り

大
変
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
無
理
な
く
、

楽
し
く
、
で
き
る
と
き
に
長
く
歌
っ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
仲
間
づ

く
り
に
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
、
「は
な
し
の
ぶ

コ
ー
ラ
ス
」
で
楽
し
く
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

スコット

平成 18年 11月 5日 発行  発 行/高森町役場  編 集/企 画財政課  〒869-1602 熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地
TEL0967-62-111l FAX0967-62-1174  http://www.town.takamOri.kumamOtO.jp/  印 刷/′ (株)熊本新生社印刷
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練 習 日/毎週木曜日

練習 時 間/19:30■ 21:00

練習場所/高森保育園

対 象 者/制限なし

月 会
‐
費/1,000円

お問い合わせ先/堤 峰子 (¬EL 62-0258)
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育園。保 ・
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[奥 阿蘇物産館 ]

高森町では、草部地区を「ふれあい交流ゾーン」に設定 しています。

地域物産品の販売をはじめ、 ドライバーの休憩、軽食の場 としてお気軽にお立ち寄 りいただき、

奥阿蘇を十分満喫 して ください。
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2006年 9月 受付分 (敬称略)

岩本 康徳さん
高森・昭和 25歳

ｌ

鳥

神

山

郷

山

留

山

所

山

天

村

木

村

津

村

住

見

森

森

部

森

森

森

Ｅ

色

高

高

一早
高

高

高

[死 亡 者 ]

工 藤 春 男

中 村 金 八

村 嶋 キ ヨ

本 田 利 男

玉 ロ リツ

林  延 保

佐 藤 ミコ ト

[御 遺 族 ]

工 藤 タキ子

中 村 偉 志

村 嶋農 志 郎

本 田 ツイ子

玉 目 博 憲

林 今 朝 ―

佐 藤 秀 洋

[年齢]

79
87
93
76
89
79
95 ●

●

お仕事
益城町のさくら病院で介

護士をしています。

趣味
ゴルフ。野球

SUKuSUKU

一 番 や りた い こ と

ゴルフで良いスコアを出
したい。

理想のタイプ
明るく、一緒に居て楽し
い娘

籍
しノ

~ うちの

古寺 莉苑ちや

虹苑ちや
1歳

どおも～双子です !!お かけさまで 2人仲

良く元気に育ってし1ま す。みなさんとうそよ

ろしくお願し,し まちゅ☆

父/古寺 秀徳さん・母/摩耶さん

(高森・昭和)

輪
●電曜■・ ―
|

町社会福祉協議会へ
`敬
称略)

中村 良子

村嶋農志郎

・
:林 今朝―

CONTR!BUT10N〕

/■

′■

子

住友生命労働組

(車椅子)

高森町役場保健

合熊本支部

|11■■.■ .

末春 (熊本市黒髪)

］自１‐、■
職
．

課卜上
力

「福

tミ 彗4:ァ ドレ E―r llr                  ・     ・

広||(た か|も り10月 号の4・ .5ベーージ「全婚夫婦表彰式」で、

下記のとおり誤りがありましたのでお詫びして訂正 します。

有働 照子 さん (70,→有働 照子 さん (77)  ●

甲斐サエ子 さん (80)●甲斐サエ子 さん (74)

平成 18年 9月 30日現在

・中学校の隣りに建てられた高森東保

小 ・中連携によるますますの発展を期

人口/7,516人 (-2)
男性/3,578人 (-1)
女性/3,938人 (-1)
世帯/2,745戸 (-2)
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Й
リ .ン ダ _…芙蓉館

_… 高森総合センター
高森温泉館

湧水 トンネル公園

カ

_日 V́‐ 12月1月 5 日

●   ●

●   ●
回
□
■
爾
目
回
圏
口
爾
目
固
爾
薗
】爾
鐵
目
饉
圏
圏
爾
露
置
饉
目
議
繭
一□
磯
圏
醸
圏
目
議
圏
■
麟
田
日
□

「人形劇ぶつくる」による高森町幼・保・

小連携モデル推進協議会公演会が開催され

ます。

●日 時

12月 9日 (土 )

午後 ]時 30分開場、午後2時開演

●場 所

高森中央小学校体育館
※入場無料

お問い合わせ先

高森町教育委員会 TEL 6 2-1111

朧11月 12日 ～12月 17日 分

◎ 診療は午前9時 から午後5時 まで

11月 12日 藤: 本: 医  院  ¬EL 67-0020

11月 19日 平 田 医  院  L62-0216

11月 23日 馬 原 内 科 医 院  ■L62-0646

11月 26日 立  野 病  院  ■L68-0111

12月 3日 寺 崎 医 院 ■L62-0378

12月 10日 南郷谷整形外科医院  TEL 62-3351
24時間、

日替わ
',で

お送|′ します

◎ 11月のテーマ

月曜日
ア トピー性皮ふ炎

■火曜日
子どもの気管支喘患

■水曜日
お年寄りの喘患

・ 木曜日
入れ歯になる人とならない人の

分かれ道

‐金曜日
子どもの食物アレルギー

・土・ 日曜日
性教育シリーズ⑩

体目種宅医
評

ヽ

を 、

食 遊 響い
¬け

書古
冒フ

正しい学習習慣を身に付け、自ら学ぼうと

する子ども

高森町の

育てたい

子ども像

正しい食事の

あり方や望ま

しい食習慣を

身に付けた子

ども

関わ りを大

切 にす る 思

いや りの あ

る子ども

聞 く 話 す 読 む

ふ る さ とを

大 切 に し、

自分 の 夢 に

向 か つて頑

張る子ども

幼 児 期 朝 食 を きち

ん と と る。

基 本 的な 食

事 の 仕 方 が

分かる。

友だち、先生

など身近な人

と進んで関わ

れるようにな

る。

人 の 話 を興

味 を持 つて

聴く。

自分 の 思 い

を言 葉 で 伝

える。

絵 本 に親 し

む。 自 分 の

名 前 が わ か

る。

身 近 な人 や

地 域 に親 し

む。

小学校低学年

鬱
好 き嫌 い を

せ ず に、 マ

ナ ー を守 つ

て食べる。

決 ま り を

守 つて、 仲

良く遊ぶ。

大 事 な こ と

を落 とさな

いで聞く。

相手に応 じ、

順序 よ く話

す。

や さ しい読

み もの に興

味 を 持 ち、

読む。

家 族 や 地域

の よ さ に気

づく。

小学校中学年

曖粋
Wh

ll′ ′  ヽ
V

取ら 出

作 る人 や食
べ もの に感

謝 の 気 持 ち

を 持 ち、 食
べる。

相 手 の 気 持

ち を考 え な

が ら、 仲 良

く遊ぶ。

話 の 中心 に

気 をつ けて

聞く。

相手 や 目的

に応 じ、 筋

道 を立 て て

話す。

いろ い ろな

読 み も の に

興味を持ち、

読む。

地 域 や 校 区

に目を向け、

そ の よ さ を

大切にする。

小学校高学年

熱線・

琲餡

健 康 に関心

を 持 ち、 栄

養 の バ ラ ン

ス を考 え て

食べる。

リーダーとし

ての言葉かけ

や態度で、い

ろいろな人と

仲良く遊ぶ。

相 手 の 意 図

をつ かみ な

がら聞く。

目的 や意 図

に応 じ、 的

確に話す。

目的 に応 じ

て本 を選 ん

で読む。

地域 社 会 に

目 を 向 け、

将来 の 夢 を

持つ。

E sun Fl wron 人 ■e zk Wed ttu 全 Fri 」二 Su十

11/5

役場支払日

鍮 ７
， 饉

法律相談/芙
13:OO^
土地・建物相談
/芙  13100～
大阿蘇絵画展/
置1 9iOO～
(～ 12日 )

《
》 10

ヨ
■
―

４
日
●

12
非常呼集訓練
6i00 ‐

13 電4 哺医
機鶴ノ

役場支払日
高森温泉館休館
日/温

16 17
6か月児相談 /
局 9i30～
3か 月児健診 /
Fコ   13:00～

18
湧水 トンネル ク

リスマス フ アン

タジー/湧
9:Oo～ (12月
31日 )

19 跛◎
r》 ィ
ど1: 2定 23 盆4

年金相談/高
10:OO～ 15:OO

25

26 27
役場支払日

20 口9 3の 12/
1

ハ
Ｚ

ｎ
〉

盪
爾

役場支払日

f鐵

"、ヽ.タ

♂`

鼈

特設人権相談所
/芙
10:00～

７
Ｊ

向
バ
リ

Ｑ
）

爾暉鰹目饉□鶴

8月 23日、大阿蘇環境センター「未来館」
で「平成 18年度阿蘇郡市幼・保・小連携
セミナー」が開催されました。高森中央小
学校からも北原光弘校長と本田誠治教諭が
「高森町における幼・保・小連携の推進に向
けた取り組みについて」という研究発表を
行い、昨年からの連携・交流の取り組みや
成果について説明しました。

-

本
９６

熊
０‐

ｒ
「 1菫

`

Public lnformotion Q

12月 17日 渡  辺  内 科  ■L67-1777
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力
〓
港リムジンバスのダイヤ変更
　　【僚伸

高
森
中
央
～
久
木
野
庁
舎
～
熊
本
空
港

～
熊
本
駅
行
き
の
空
港
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
が

１０
月
―
日
か
ら
ダ
イ
ヤ
を
変
更
し
ま
し
た
。

現
在
、
往
復
４
便
が
運
行
し
て
い
ま
す

の
で
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

○
高
森
中
央
発

・
午
前
６
時
３０
分
、
。
午
前
８
時
３０
分

・
午
後
―
時
、
・
午
後
３
時

○
熊
本
駅
発

・
午
前
１０
時

・
正
午

・
午
後
４
時
１５
分

・
午
後
６
時
１５
分

Ｌ
お
問
い
合
わ
せ
先

産
交
バ
ス
株
式
会
社
高
森
営
業
所

Ｌ
６
２
‐
０
５
１
５

ヽ

ヽ
育
協
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

１０
月
１５
日

（
日
）
、
阿
蘇
高
森
ゴ
ル
フ

倶
楽
部
で
高
森
町
体
育
協
会
基
金
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
多
く
の
協
賛
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。
基
金
に
つ
い
て

は
、
体
育
協
会
独
自
の
資
金
と
し
て
基
金

に
積
み
立
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
協
賛
団
体

（順
不
同
）

阿
蘇
高
森
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
、
高
森
町
商
工

会
、
阿
蘇
森
林
組
合
高
森
支
所
、
南
阿
蘇
畜

産
農
業
協
同
組
合
、
Ｊ
Ａ
阿
蘇
高
森
中
央

支
所
、
九
電
工
南
阿
蘇
営
業
所
、
産
交
バ

ス
高
森
営
業
所
、
シ
∃
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

ア
ス
カ
、
高
森
町
建
設
業
組
合
、
青
山
製

作
所
、
柳
河
マ
シ
ン
テ
ッ
ク
、
伊
澤
製
作
所
、

平
田
医
院
、
南
郷
谷
整
形
外
科
医
院
、
馬

原
内
科
医
院
、
片
山
歯
科
医
院
、
丼
村
歯

科
医
院
、
色
見
郵
便
局
長
、
高
森
総
合
建
材
・

大
塚
建
材
、
高
森
石
油
、
塚
本
石
油
、
高

森
ス
ト
ー
ク
石
油
、
八
シ
モ
ト
石
油
、
高

森
ガ
ス
販
売
、
ひ
ゆ
が
や
、
高
森
モ
ー
タ
ー

ス
、
月
廻
り
温
泉
、
野
脇
商
店
、
大
塚
商
店
、

山
村
酒
造
、
豊
前
屋
本
店
、
中
萬
屋
呉
服
店
、

新
え
び
す
堂
、
田
代
ス
ポ
ー
ツ
、
デ
イ

リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
阿
蘇
高
森
店
、
炭
焼
き
地

鶏
ら
く
だ
山
、
山
茶
庵
、
飯
塚
モ
ー
タ
ー
ス
、

ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
、
住
吉
林
業
、
岩
下
製
材
所
、

小
林
家
具
店
、
高
森
田
楽
の
里
、
な
べ
や
、

ほ
っ
か
ほ
っ
か
亭

・
Ａ
＆
Ｓ

・
セ
フ
テ
ィ
ー

観
光
、
本
田
自
動
車
、
山
見
茶
屋
、
篠
田

商
店
、
武
田
松
香
園
、
写
真
の
秋
山
、
徳

丸
漬
物
店
、
岩
下
不
動
産
、
外
輪
苑
、
嶋

田
電
設
、
松
崎
電
機
、
村
田
屋
旅
館
、
中

村
フ
ー
ズ
、
ス
ナ
ッ
ク
優
誘
、
高
森
町
衣

料
品
店
組
合
、
岩
下
衣
料
品
店
、
休
暇
村

南
阿
蘇
、
高
森
町
議
会
、
高
森
町
、
高
森

町
教
育
委
員
会

防
団
活
性
化
助
成
事
業
で

丁
シ
ャ
ツ
を
配
布

W
¬

「

一
般
会
計
は
、
歳
入
額
４５
億
１
、
３
５
５
万
円
に

対
し
て
、
歳
出
額
は
４４
億
６
、
０
０
８
万
２
千
円
で
、

前
年
度
と
比
較
し
て
歳
入
２
億
８
、
５
９
３
万
７
千

円
、
歳
出
２
億
５
、
８
３
８
万
６
千
円
の
減
少
と
な

り
ま
し
た
。

平
成
１７
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
は
、
中
心
市
街

地
活
性
化
拠
点
施
設
整
備
事
業
や
菅
山
飲
料
水
供
給

施
設
新
設
工
事
、
統
合
保
育
園
建
設
事
業
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。

決
算
は
、
皆
さ
ん
の
こ
家
庭
の
家
計
簿
と
同
様
、

こ
の
１
年
に
、
ど
の
く
ら
い
の
お
金
が
町
に
入
り
、

何
に
使
わ
れ
、
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ

た
か
を
数
字
に
表
し
た
も
の
で
す
。

活
力
と
潤
い
あ
ふ
れ
る
町
の
実
現
に
向
け
た
町
行

政
へ
の
こ
理
解
と
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●● 成
１７
年
度
の

一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
決
算

が
９
月
定
例
町
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

″|IL

●  ● 各会計決算状況

ｗ目
●

●

′

７
消
防
団
参
加
促
進
活
動
と
消
防
団
活
動

の
健
全
な
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「ふ
る
さ
と
消
防
団
活
性
化
助
成
事
業
」

に
よ
り
、
町
消
防
団
全
団
員
に
Ｔ
シ
ャ
ツ

を
配
布
し
ま
し
た
。

こ
の
ふ
る
さ
と
消
防
団
活
性
化
助
成
事

業
は
、
宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
費
を
財
源

と
し
て
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

助
成
を
行
う
も
の
で
す
。

湧水トンネル
クリスマスフアンタジー

開催のお知らせ

○日 時

11月 18日 (土 )～ 12月 31日 (日 )

午前 9時～午後 6時

(12月 23日 ～ 25日 は午後 8時ま

で開放 )

○場 所

高森湧水 トンネル公園

‐お問い合わせ先

高森町役場商工観光課

■L62-1111(内線 181)

学校や仕事で町外にお住まいの

高森出身の皆さん、来年の成人式

を高森で迎えられてはいかがです

か。

町外に住所のある方で参加希望

の方は、高森町教育委員会までご

連絡ください。

○日 時

平成 19年 1月 3日 (水 )

午前 10時～

○場 所

高森総合センター

○対象者

昭和 61年 4月 2日 から

昭和 62年 4月 1日 までに

生まれた方

お問い合わせ先

高森町教育委員会

TEL 62¨ 1111(内線 243)

成人式

△
Zヽ

≡上
口 |

ンぐア
イコ 歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額

血「L       △        ≡_L
河又    ヱ

=   
面 |

45億 1,355万円 44億 6,008万 2干円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 10億 4,592万 8千円 9億 7,375万円

老 人 保 健 特 別 会 計 1]億 3,329万 6千円 1]億 3,329万 5千円

介 護 保 険 特 別 会 計 6億 3,776万 3千円 5億 9,808万 9千円

簡 易水道事 業特別会計 3億 6,504万 フ千円 3億 6,]フ 1万 8千円

農業用水供給事業特別会計 1,438万 5千円 1,388万 4千円

鉄道経営対 策事業基金

特  別  会  計
2,581万 3千円 2,581万 3千円

ll Tokqmori.2006.llPublic lnformotion @
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パ
○
∠気

歩

一暉
犠
鼈
ё
甍

颯
財
呻
刃
必

轍

鯰
沐
写

県
で
は
、
Ｄ
∨

（配
偶
者
等
か
ら
の
暴

力
）
や
児
童
虐
待
、
高
齢
者
虐
待
の
防
止

に
向
け
、
「家
庭
か
ら
暴
力
を
な
く
す
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間
は
――
月
―
日
～
３０
日
で
、
期

間
中
は
パ
レ
ア
を
会
場
と
し
た
講
演
会

（
――
月
２４
日
、

２５
日
）
、
ワ
ー
ク
シ
∃
ッ

プ
、
女
性
の
た
め
の

一
日
法
律
相
談
や
街

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（熊
本
市
下
通
り
及
び

各
地
域
）
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
こ

参
加
く
だ
さ
い
。

瑳
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
男
女
共
同
参
画

・
Ｐ
Ｓ
課

ｈ
０
９
６
‥
３
３
３
‐
２
２
８
７

権
メ
ッ
セ
ー
ジ

「あ
な
た
の
ひ
と
こ
と
」
を
募
集
し
ま
す

人
権
問
題
に
関
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る

方
々
を
グ
ス
ト
に
迎
え
、
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
ー
の
大
田
黒
浩

一
さ
ん
と
ト
ー
ク
を

し
て
い
た
だ
く
番
組
で
す
。
女
性
の
人
権
、

子
ど
も
の
人
権
、
高
齢
者
の
人
権
、
同
和

問
題
な
ど
、
み
な
さ
ん
の
身
近
に
あ
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
わ
か
り

や
す
く
お
伝
え
し
ま
す
。

○
放
送
日
時

毎
週
木
曜
日

午
前
１０
時
１５
分
～
午
前
１０
時
あ
分

業
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー

Ｌ
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
９
９

第
８
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
を
平
成
田

年
３
月
３１
日
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
こ
遺
族
で
、

平
成
フ
年
４
月
―
日
に
お
い
て
、
公
務
扶

助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が
い
な

い
場
合
に
、
額
面
４０
万
円
、

１０
年
償
還
の

記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
手
続

き
が
お
済
み
で
な
い
こ
遺
族
の
方
は
、
早

め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は
、
次
の
順
番
に
よ
る

先
順
位
の
こ
遺
族
お

一
人
で
す
。

―
、
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
、
戦
没
者
等
の
子

３
、
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
お

り
、
か
つ
戦
没
者
等
と
氏
が
同
じ
で

あ
る
①
父
母
、
②
孫
、
③
祖
父
母
、

④
兄
弟
姉
妹

４
、
上
記
３
以
外
の
①
父
母
、
②
孫
、
③

祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

５
、
上
記
―
か
ら
４
以
外
の
こ
遺
族
で
、

戦
没
者
等
の
死
亡
時
期
ま
で
引
き
続

き
―
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い

た
三
親
等
内
の
親
族

〓
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
福
祉
係

Ｌ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
２
１
）

家
■
■

八熊
本
県

・
熊
本
県
人
権
啓
発
推
進
協
議

会
で
は
、
人
権
啓
発
に
関
す
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
や
標
語
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
（５０

I町有財産の状況 歳入 庭
か
ら
暴
力
を
な
く
す

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

454意 1,355万円

字
以
内
、
形
式
自
由
）

○
募
集
期
間

平
成
１９
年
１
月
１５
日

（月
）
ま
で

（当

日
消
印
有
効
）

○
応
募
作
品
の
利
用
等

２０
作
品
を
選
定
し
、
人
権
啓
発
活
動
に

利
用
。
選
定
作
品
応
募
者
に
は
、
図
書

カ
ー
ド

・
記
念
品
を
贈
呈
。
（著
作
権

は
県
に
帰
属
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー

ｈ
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
９
９

権
啓
発
ラ
ジ
オ

「共
に
生
き
る

ハ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
放
送
中

没
者
等
の
こ
遺
族
の

皆
さ
ん
ヘ

■
ニ

ノAヽ

地方特例交付金/―
14,646千 円 (03%)

財産収入/11,338千円(03%)―¬
※0.1%

地 方交 付 税
1,946,090千 円

町債
538,000千 円

(119%)

自動車取得税交付金/
30,338千 円 (07%)

分担金及び負担金/
33,012千 円 (07%)

諸収 入 /
41,641千 円 (09%)

地方消費税交付金/
65,530千 円 (15%)

繰越 金 /
1,020千 円 (18%)

地方譲与金/
117,760千 円(26%)

使 用 料 及び

手数 料 /
179,002千 円
(40%)

275,488千 円

―

議  会  費 /
81,440千 円 (18%)

諸 支 出 金 /
109,686千 円 (25%)

災 害 復 旧 費 /
117,462千 円 (26%)

商  工  費 /
150,130千 円 (34%)

消 防 費/
155,868千 円
(35%)

410,168千 円

税収入の状況

税収入の税目別内訳
=

入湯税/
11,395千 円

(2.3%)

軽自動車税/
15,624千円 (3」 %)

たばこ税/
39,947千 円
(8Ю %)

歳出

●   ●

●   ●

(431%)

‖

晏
κ

菌
中44億 6,008万 2干円

固
定
資
産
税
第
３
期
の
納
期
限
は
１１
月
３０
日

（木
）
で
す
／
高
森
町
役
場
税
務
課

国
民
健
康
保
険
税
第
７
期
の
納
期
限
は
１１
月
３０
日

（木
）
で
す
／
高
森
町
役
場
税
務
課

Ｆ
‐

町
固定 資産税 /
269,983千 円

(53.9%)

入札結果 (500万円以上》1千 円■過去 5年間の税収入の推移
=

(単位 :千円)

5億 5千万

5億 4千万

5億3千万

5億2千万

5億 1千万

5億

540,894

530,583

511,370

土木費

(62%)

総務費
843,138千円

(189%)

516,054-― ――――――――――――――――――――

500,750

14      15     16      17(年 度 )

配当割交付金  776千 円(00%)

寄付金/   180千 円 (00%)

ゴルフ場利用税交付金/
4,263千 円 (01%)

利子割交付金/2,635千 円(01%)

交 通安 全 対 策特 別交付 金 /
1,469千 円 (00

株 式等 譲 渡 所 得 割 交付 金 /
1,059千 円 (00

286,780千円

有価証券

出 資 金

1        41
1 凛脇:t絆 =」―戸'" ||

1社==デ 1甲 ||

2,551,172千 円

基  金

20台

車 両

立 木

227,638 rn

E=]Eコ ⊂コ

建  物

「
コ

目
］

77,337雨

田

田

田

土 地

]],6]7,899甫

工  事  名 工   期 契約金額 (円 )
ヨヨ=  色   ==Z
働同 _,■  ´

日

色見コミュニティーセンター建築本体工事
平成 18年 10月 18日～

平成 19年 3月 5日 41,475,000 0安方工務店

色見コミュニティーセンター設備工事
平成 18年 10月

平成 19
18日～
年 3月 5日 21,210,000 0嶋田電設

色見コミュニティーセンター屋外整備工事
平成 18年 10月 18日～

平成 19年 3月 5日 9,4]8,500 ∽岩下りんどう園

上色見コミュニティーセンター建築本体工事
平成 18年 10月 18日～

平成 19年 3月 5日 39,270,000 ∽草村企業

上色見コミュニティーセンター設備工事
平成 18年 10月 18日～

平成 19年 3月 5日 20,170,500 熊本大電設備∽

上色見コミュニティーセンター屋外整備工事
平成 18年 10月 18日～

平成 19年 3月 5日 8,925,000 0後藤樹木園

G Tokomori.2006.tt

(92%)
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着
脚
ｋ

土
羊構

(61%)

国庫支出金
311,968千 円
(69%)

県支出金
356,585千 円

(79%)

町税
500,750千 円

(111%)

公債費
円千

り
１６
７

９１
，
０

T般会計歳入合計

`'´

負

Eヨ

Eヨ

EI]

ヽ

ヽ

い

一般会計歳出合計



◆ 寺 ◆ 等 ●

鯰栄養士のい1た:だ

○材料 (4人分)

ひじき 15g、 レタス 60g、 赤ピーマン 1個、

だし汁大さじ 4、 濃□しょうゆ小さじ 1、 マ∃

ネーズ大さじ 2、 味噌小さじ2

0作り方

①ひじきは水で戻し、水気を切つておく。

②レタス、赤ピーマンは 5セ ンチの長さの千

切りにする。

③鍋にだし汁、濃□しょうゆを入れて大にか

け、①を入れ汁気がなくなるまで煮る。

④マ∃ネーズと味噌を練り混ぜて全体を和え

て、できあがり。

・
ヽ

警

　

　

幸

　

　

靱
　
■

攀

ノ
ノ

⑮
ひじきのサラク

J

●

●   ●

●

テラス

p

ヽ_θ

,■ 光Л月媚な「ひめゆりの望」 tこ

木の香りいっぱいの|ヨ 會党,λ

攀 ・■■鬱 ・
|‐ .驀 ‐ 9 _◆

こ

+ ■_+ 十‐0 ●D ◆ +

ママの栄養状態に影響されます !

妊娠中は、多様な食品か

ら必要なエネルギーや栄養

素を過不足なく摂りましょ

う。また、妊娠中の食事は「量

より質」です。食欲にまか

葉酸が不足すると一

妊娠初期に不足すると、

赤ちゃんが神経管閉鎖障害

になるリスクが高まります。

造血に必要な栄養素でもあ

りますので、中期以降も継

続して摂りましょう。(ほう

れん草、ブロッコリー、ア

スパラガス、納豆、いちこ、

グレープフルーツなど)

_ニロ

亦 ちゃんの育ちは

せて食べるのではなく、何

をどれくらい食べたらよい

かを考えて選びましょう。

物入4 物入4
風除室医務室 更衣

玄 関

調理室

カウンター

倉庫

物入 1

広 縁

|:l i_

一
室

一
務

一
事

テラス

幼児便所

―――――――――――――――――――――――¬|
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手荒しヽ

多目的ホール

本 棚

廊 下

物入2

保育室

物入2

こ
っ
で
終

ァ
　
明
日
か
ら
は
ん
な
マ
イ
ホ
ー
ム

デ
ラ
ッ
ク
ス
　
ツ
ァ
ー
は
月
の
石
拾

い

通
じ
ん
　
索
山
子
と
遊
ぶ
群
れ
雀

や

つ
と
　
故
郷
に
番
付
け
配
ら
る
る

お
願
い
　
う
し
て
ら
れ
た
ら
生
き
ら
れ
ん

こ
っ
で
終

ア
　
院
号
で
旅
立

っ
た
父

君
君
　
あ
ん
ま
り
言
葉
か
け
ら
れ
ん

や

つ
と
　
地
図
に
や
無
か

っ
た
七
曲
り

デ
ラ
ッ
ク
ス
　
旅
行
も
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

こ
っ
で
終

ァ
　
こ
の
印
篭
が
見
え
な
い
か

や

っ
と
　
車
椅
子
ま
で
漕
ぎ

つ
け
た

デ
ラ
ッ
ク
ス
　
リ
ム
ジ
ン
で
行
く
ハ
ネ
ム
ー
ン

こ
っ
で
終

ァ
　
医
者
が
呑
む
し
こ
呑
め
て
言
う

お
願

い
　
不
波
り
出
す
と
村
ハ
分

麟
俳
　
　
句
（河原すすきの句会）

空
店
舗
淋
し
く
咲
い
た
秋
桜

十
五
夜
の
ひ
と
夜
を
照
ら
す
過
疎
の
村

秋
の
声
浮
う
ば
か
り
山
の
里

山
峡
の
集
落
和
む
春
麦
の
花

清
書
す
る
筆
を
ひ
く
お
と
虫
の
夜

武
道
館
追
悼
靖
□
蝉
し
ぐ
れ

彙
拾
う
後
ろ
で
ポ
ト
リ
落

つ
る
者

馬
原
　
馬
笑

渡
辺
　
雲
海

後
藤
　
信
子

日
本
　
参
司

上
丼
加
根
女

口
上
黙
公
子

佐
楢
見
乱
坊

林
　
　
不
恙

後
藤
　
愛
子

佐
藤
多
可
雄

森
川
そ
よ
子

和
原
　
台
酔

松
山
キ
ヨ
子

浦
塚
　
南
天

０
０

歌

誌

み

肥

後

狂

句

（阿
蘇
御
神
大
会
）

森後
藤

瀬
ロ

本
田

岩
下

本
田

森

工
六

法
龍博

訓
子

京
子

初
男

政
隆

Public lnformotion @ @ Tokomori.2006.ll

◆ 幸 ◆ 尋 ● ■ ●
〓

Ｉ
Ｌ

「

L ~~¬
・ |ギ  ・ ■

~‐ 1仲‐.

〆
ヽ

θ

沐浴室

乳児室

援支

一

て
ナ

育

一

子

コ

|

Ц

物入3

「

~~~~

′
 `1曜

｀

調
一『
１
「

一
■
・
』
一　
）
　
」

鹸一Ｆ

澤ぽ―
   r

/

″

●
一授

_機繭摯
椰J"

|■…   .■

扁 11111:1.



+   ◇ Iヽ■了 ・・ +   + ■ ◆   ◆   警  ◆   靡 ■1攀  ・ ◆ . 攀   ●   幸   警

ohhYo 66,

現
在
、
日
本
は
少
子
化
が
急
速
に
進
行
し
て
い

ま
す
。
町
で
は
平
成
１７
年
の
総
人
口
７
、
５
２
３
人

に
対
し
、
妊
娠
届
４７
人
、
出
生
５４
人
で
あ
り
、
こ

こ
１０
年
間
い
ず
れ
も
５０
人
前
後
で
推
移
し
て
い
ま

す
。
『子
ど
も
は
町
の
宝
』
。
町
の
財
産
で
あ
る
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
た
い
も
の
で

す
。妊

娠
期

「妊
娠
は
病
気
で
は
な
い
」
と
昔
か
ら
い
わ
れ

る
言
葉
で
す
が
、
妊
娠
は
危
機
が
起
こ
る
可
能
性

が
増
大
す
る
時
期
と
い
え
ま
す
。
そ
し
て
、
妊
娠

期
の
過
こ
し
方
は
、
母
子
の

一
生
に
影
響
を
及
ぼ

し
て
き
ま
す
。
特
に
妊
娠
３
ヶ
月
ま
で
は
、
胎
児

の
各
機
能
や
臓
器
が
で
き
る
大
切
な
時
期
で
す
。

母
体
は
、
情
緒
的
に
過
敏
に
な
り
や
す
く
、
気
分

が
高
揚
し
た
り
沈
ん
だ
り
と
気
持
ち
が
変
わ
り
や

す
い
不
安
定
な
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

妊
娠
の
事
実
を
早
く
認
識
し
、
夫
や
家
族
の
温

か
い
支
援
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
幾
度

も
な
い
妊
娠
と
い
う
体
験
を
、
胎
内
で
育
つ
子
ど

も
に
関
心
を
向
け
な
が
ら
楽
し
ん
で
過
こ
す
こ
と

で
母
親
と
し
て
の
成
長
が
促
さ
れ
て
い
く
の
で

す
。

ヽ
ノ

が
貯ゝ

子
育
て
期

出
産
と
い
う

一
大
事
業
を
成
し
遂
げ
、
胎
内
で

育
ん
で
き
た
子
ど
も
と
対
面
し
、
授
乳
や
お
む
つ

交
換
、
お
風
呂
入
れ
と
い
ろ
い
ろ
と
子
ど
も
と
の

対
応
が
始
ま

っ
て
き
ま
す
。
泣
く
こ
と
で
し
か
訴

え
が
で
き
な
い
子
ど
も

へ
の
対
応
に
不
安
や
疲
れ

を
抱
く
こ
と
も
多
い
で
し
よ
う
。
し
か
し
、
初
め

て
の
こ
と
は
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
も
の
で

す
。
子
ど
も
が
産
ま
れ
て
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

に
な
る
の
で
は
な
く
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
お
父

さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
な

っ
て
い
く
も
の
で
す
。
子

ど
も
の
た
め
と
自
分
の
気
持
ち
を
我
慢
す
る
だ
け

で
な
く
、
肩
の
力
を
抜
い
て
日
々
の
子
ど
も
の
成

長
を
楽
し
む
ゆ
と
り
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。
最
も
身

近
で
素
敵
な
あ
な
た
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
子
育
て
を

楽
し
ん
で
ほ
し
い
も
の
で
す
。

パ
パ
＆
マ
マ
セ
ミ
ナ
ー

（育
児
編
）

元
気
に
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
育
っ
て
い
く
た
め

に
、
夫
婦
で
妊
娠
や
子
育
て
に
つ
い
て
語
り
合
う

機
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
こ
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●

○
日
　
時

１２
月
１０
日

（日
）
午
前
１０
時
～
正
午

○
場
　
所

高
森
総
合
セ
ン
タ
ー

お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
保
健
推
進
係

ｈ
６
２
‐１
１
１
１

（内
線
１
２
６
）

●  +■ ・

使いやすく作られた幼児便所 広々とした多目的ホール 木の温もりいつぱいの保育室

●   ●

医務室も併設 している事務室   機能が充実 してしヽる調理室 事務室に隣接している乳児室

草部保育園、車部北部保育園、

野尻保育園、河原保育園が統合し、

平成19年 4月 に開園する「高森東

保育園」が完成しました。

高森東小学校正門前に建てら

れた同保育園は、木造平屋建て

延べ面積334.82面 で、全室に床

暖房を完備。開園後は、延長保

育や一時保育をはじめ子育て支

援事業も取り組む予定です。

なお、現在野尻保育園で集合

保育を実施している草部北部保育 ●
園、野尻保育園、河原保育園の園

児が10月 2日から新園舎に通園し

ています。
・         =   ′‐

・IB・1響

●   警 ■ _攀 ‐ ● .‐ +   ◆

9月 25日 に行われた落成式の様子
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あ
な
た
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一の
健
康
講
座

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
生
ま
れ
育
つた
め
に

，
一人
で
頑
張
‐‐‐り過
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
～
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▼たくさんの中学生がボランティアとして参加していま
した。

ふねあいフェスタIN高森寮

多数のボランティアが参加

10月 8日、高森寮で「ふれあいフエスタ」が行わ

れました。当日はたくさんの人が訪れ、商工青年部

や婦人会のバザー、小・中学生によるフリーマーケッ

トなどの買い物を楽しみました。特設ステージでは

タレントのコロッケさんの実姉ケロッケさんのもの

まねシ∃―などが行われ、客席から大きな拍手が送

られていました。

▼ ボーリングはピンめがけて慎重にボールを転がします。   ▼自分のお気に入りの作品を探していました。

鑢じんけん

学弯
い 進事よ 目め校:

⊆.ん う を ^｀

思:で に 向む傘i

里 い 思なけ 萎:

い ま い た 寺ぢ
Ч す ま と の~バ

す 去 差さ
′υヽ

も ｀ 別ら

な老ζ差さ理穏
お人朋」ぢ唇ト
ー:会な|よ t分キ
層ると 根ね帯キ

人えし 深ぶ禦
権えて い 1ゝ

意いも も 軍
識ζ差きの 馨
を 別らが ス
高ふ意いま く

インタごュー日l

ハ ハ

lJlど

A2

●   ●

●   ●

い
わ

し
た

　

し
よ
う

は
く

　

・

岩
下

昭
伯
さ
ん

．．
　

　

一●

肛

一一一一一．．．．．．．．．．．
．．．．‐

た

か

も

り

ま

ち

ろ

う

じ

ん
　

　

　

　

　

　

れ

ん

こ
う

か

い
ち

■

う

◎
高
森
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
一長

, ■,
蹄ゝ

高
森
町
の

あ

れこ
ね

人
権
同
和
問
題
の
学
習
を
し
て
い
ま
す
か
？

連
合
会
等
の
指
導
者
講
習
会
で
は
機
会
あ
る
こ
と
に
人
権

ど
う

わ

が
く
し

ゅ
う

お

こ
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ん

い

ろ
う
じ
ん

同
和
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
不

十
分
と
思
い
ま
す
。
人
権
の
重
要
性
を
浸
透
さ
せ
る
よ
う
努

り
ょく
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

じ
ん

け
ん

ど
う

わ

も
ん

だ
い
　
　
が
く
し
ゆ
う

老
人
会
は
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
？

０
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
と
予
防
の
推
進
。
②
地
域
に
お

そ
う

、
）

し

え
ん
お
よ
　
　
ゆ
う
あ

い
か

つ
ど
う
　
　
す

い
し
ん
　

　

　

　

ち

い
き

け
る
相
互
支
援
及
び
友
愛
活
動
の
推
進
。
０
地
域
に
お
け
る

ほう
し
か
つどう
　
　
す
いし
ん
　
　
い
しょうか
つと
う
　
　
　
　
ほん
ば
しら
　
み
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く

奉
仕
活
動
の
推
進
。
以
上
活
動
の
３
本
柱
を
満
た
す
よ
う
各

た
ん
い
ろう
じ
ん　　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
き
かく

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
で
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
し
て
い
ま
す
。

活
動
を
通
じ
て
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
？

前
期
高
齢
者

（７５
歳
未
満
）
の
老
人
会
へ
の
加
入
減
少
に

と
も
な
　
　
　
ろ
う

じ
ん
か
い
　
　
な
か
　
　
　
　
ろ
う

か

げ

ん
し

ょ
う

　

お
　

　

　

　

　

　

わ
か

て

か

つ
ど
う

伴
い
、
老
人
会
の
中
で
の
老
化
現
象
が
起
こ
り
、
若
手
活
動

し

ゃ

ぶ

そ
く
　
　
か

い
　
　
か

い
さ
ん
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
た
ん

い

ろ
う

じ
ん

者
不
足
で
会
の
解
散
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
た
単
位
老
人
ク
ラ

な
や
　
　
　
　
た
ね

ブ
も
あ
り
ま
す
。
悩
み
の
種
で
す
。

人
権
同
和
問
題
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
？

ぎ

ょ
う
せ
い

行
政

じ
ゅ
う
み
ん

こ

住
民
個
々

に

だ
ま
だ
あ
る

し
き
　
　
か

い
し

ょ
う

識
の
解
消
は

め
て
い
き
た

＼ _

国民年金だよリビ
"商

興 轟
讐

暉 黎 聯 嗣

年
金
納
付
と
税
務
申
告

○国民年金保険料は、全額が社会保険

料控除 (非課税)の対象です。

〇年末調整や確定申告で国民年金保険

料を申告する場合は、

「社会保険料 (国民年金保険料)控
除証明書」の添付等が必要です。

「社会保険料 (国 民年金保険料)控
除証明書」は、11月 上旬に社会保

険庁から送付されますので、申告の

際まで大切に保管してください。

○社会保険庁の問い合わせ窓□は、

控除証明書専用ダイヤル

T[L0570-00-9911‐です。

(平成 18年 11月 1日 ～平成 19年

3月 16日、平日9:00～ 17:00)

控除証明書専用ダイヤルでの業務内

容は、0控除証明書に係る照会対応、

②控除証明書の再発行、0年金加入

状況のお知らせに係る照会対応

Public lnformotion @

ハ ■ 「社会保険料 (国 民年金保

竃製: l険料)控除証明書」に記載

されている用分以外の保険料を 12月

31日 讀での間に納付した場合は、今

年分として申告できますか?

A 電 今年分として申告できます。

メ棧機 鬱「社会保険料 (国民年金保険

料)控除証明書」に 記載されている

保険料額に、後から納付した保険料額

を合算して申告してください。 なお、

後から納付した保険料分の「領収証書」

も添付等する必要があります。

家族の保険料を納付 しまし

たが、控除の対象となりま

老人クラブ健康づくリスポーツ大会

若きゃもんにゃまだまだ負けんバイ

10月 17日、町民体育館で「老人クラブ健康づくり

スポーツ大会」が開催されました。これは、老人ク

ラブ連合会 (岩下昭伯会長)が毎年行つているもの

で今年で6回 目。町内17の老人クラブからたくさん

の人が参加し、ピン立てやボウリング、輪投げなど

で汗を流しました。最後に高森音頭と炭坑節を踊つ

た皆さんは清々しい表情をしていました。

阿蘇アート&クラフトフェア

芸術に触れ合った3日 間

10月 7日から9日の3日 間、NPO法人阿蘇フォー

クスクール主催による「阿蘇アート&ク ラフトフエ

ア」が旧上色見小学校で行われました。九州各県

から47人の工芸家が参加。訪れた人は教室や廊下、

体育館などに多数展示された陶の食器や木のおも

ちゃ、革工芸のパッグなどを興味深げに観賞してい

ました。

すかつ

世帯主または配偶者として

こ家族の国民年金保険料を

納付した場合は、納付した方がその保

険料を申告することができます。

@ Tokomori.2006.ll
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躙お問い合わせ先 住民生活課国民年金係 ■L62-1111(内線 132)



▼笑い声や拍手であふれた職員による介護劇。 ▼園児たちの上手な踊りに大きな拍手が送られていました。

梅香苑秋祭り

盛りだくさんの企画で楽しいひととき

10月 15日 に特別養護老人ホーム梅香苑で、毎年

恒例の「秋祭り」が行われました。これは、入苑者

と地域や家族との交流を目的としたもので、綿菓子

などのバザーコーナーや展示コーナーのほか、職員

よさこいソーラン隊によるソーラン節や介護劇など

も行われ、参加者は盛りだくさんの企画で楽しいひ

とときを過こしました。

高森保育園児が梅香苑を訪間

いつまでも元気でいてください

9月 26日 、高森保育園の年長園児24人が特別養

護老人ホーム梅香苑を訪れました。これは、敬老の

日前後に毎年行つているもので、歌や踊りを披露し

た後、入苑者一人ひとりに手作りの首飾りを贈呈。

園児が「いつまでも元気でいてください」と首飾り

をかけると、入苑者は「ありがとう。また来てね」

とうれしそうに受け取つていました。

●   ●

●   ●

▼ ドライバーは安全運転を再確認 していました。

高森保育園交通安全愛の一声運動

安全運転してください

9月 29日、高森保育園の年長園児24人 が愛の一

声運動を実施しました。これは、「秋の全国交通安

全運動」期間中に毎年行つているもので、「居眠り運

転あぶないよ」「お酒飲んだら運転しないでね」など

と書かれた手作リベンダントを通りかかつたドライ

バーに手渡しました。その後、町内各事業所にもそれ

ぞれ配布しました。

▼決勝で SHOWAデ ィズニーズを破った S・ 55

協会長旗ナイターソフトボール大会

S e55が乱打戦を制 し今季初優勝

10月 10日から12日 にかけて、「協会長旗ナイター

ソフトボール大会」が山村広場で行われ、各試合で熱

戦が繰り広げられました。結果は次のとおりです。

優勝/S・ 55、 準優勝/SHOWAデ ィズニーズ、第

3位 /フ ァイヤーマン、敢闘賞/南球、最優秀選手

賞/宇藤大樹 (S・ 55)、 優秀選手賞/浦塚洋― (S

HOWAデ ィズニーズ)

Public lnformotion @ lD Tokomori.2006.tl

饉跛頸 跛卒中)は、
経鶉同鰤瘍颯鞣 l

脳梗塞 (脳卒中)で 3時間以

内に専門的病院へ搬送すること

ができれば、より有効な治療が

可能な場合があります。 (脳卒中

特有の重度な後遺症を軽減する

ことに有効)

※―刻も早い発見・受診 (専門

的病院 )・ 治療が必要なので

す。

患者本人、もしくは周りにい

るあなたが患者の表情や話 し

方、または手足の麻痺 (し びれ)

に、しヽち早 く気付いてあげま

しよう。

わか りやすい 3つの症状

○患者に、「笑い顔をする」、「歯

を見せるよう」に指示する。

片方の顔 (く ちびる)が動か

ない。

○目を閉じて腕をまつすぐ差し

伸ばすよう指示する。

伸ばした両方の腕のうち、片

方の腕だけが、違う動きをする。

○言葉がうまくしゃべれない。

|よ つきり発音できなかつた

り、単語が間違つていたり、話

せない。

もし、上記の 3つの症状のう

ち 1つ でも異常がある場合に

は、すぐに救急車を要請してく

ださい。

お問い合わせ先

阿蘇広域消防本部南部分署

TEL0 9 6 7-62-9034

指名手配被疑者の
検挙にご協力を !

平成 18年 9月 末現在、全国の

警察から指名手配されている者

は、警察庁指定特別手配被疑者

として地下鉄サ リン事件などで

特別手配 しているオウム真理教

関係被疑者 3人をはじめとして、

約 2,200人 に上つてい志す。

これらの被疑者は、殺人、強

盗等の凶悪事件、暴行、傷害等

の粗暴事件、窃盗事件、詐欺、

横領等の知能犯事件などに関し

て手配されており、再び犯行を

繰 り返す恐れがあるので、早期

に検挙しなければなりません。

警察では、特に重大な犯罪の

被疑者を選定して、11月 中に全

国警察の総力を挙げて追跡捜査

を行うこととし、これら被疑者

の早期検挙に取 り組んでいると

ころです。

この指名手配被疑者の発見に

向けた各種捜査活動には、住民

の皆さんのこ協力がぜひとも必

要です。

指名手配被疑者によく似た人

を見かけたといつた情報等どん

なささいなことでも結構ですの

で、警察に通報 していただくよ

うお願いします。

お問い合わせ先

高森警察署

TEL0 9 6 7-62-0110

♂

ご存知ですか
「税を考える週間」

11月 11日から 17日 まで |ま

「税を考える週間」です。

税金は、私たち国民が豊かで

安定した暮 らしができるよう

に、国や地方公共団体が活動す

るための大切な財源です。

「税を考える週間」 |よ、国民

生活に深いかかわりを持つてい

る税について、その意義 (必要

性)及び役害」(使途)や税務行

政の現状を分かりやすく説明す

るとともに、国民の皆さまに、

より能動的に税の仕組みや目的

を「考え」て、国の基本となる

税に対する理解を深めていただ

くために設けられているもので

す。

今年の「税を考える週間」は、

「少子・高齢社会と税」をテー

マとして、各種の広報・広聴活

動を行うこととしています。

また、この期間、給与所得者

や主婦、児童・生徒などを対象

とした「租税教室」の開催など、

税を身近なものとして考えてい

ただけるような行事を企画して

います。

「租税教室」の開催希望は、

阿蘇税務署へお気軽にお尋ねく

ださい。

‐お問い合わせ先

阿蘇税務署

■L0967-22¨ 0551
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ち い き ほ う か つ

歩
日
頃
の
生
活
の
中
で
、
で
き
る
だ
け
身
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。
　

倅
歩
く
と
き
、
座
る
と
き
な
ど
、
背
筋
を
伸
ば
し
ま
し
よ
う
。

秋
も
深
ま
り
食
欲
の
秋

・
健
康
づ
く
り
の
秋
で
す
。
町
社
会

福
祉
協
議
会
で
は
、
「か
ん
た
ん
ク
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
む
」
を

テ
ー
マ
に
男
性
の
方
を
対
象
に
料
理
教
室
を
は
じ
め
ま
し
た
。

こ
れ
は

「自
分
で
作
っ
た
野
菜
を
自
分
で
調
理
し
て
み
た
い
」

「料
理
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
増
や
し
た
い
」
な
ど
の
こ
要
望
を

も
と
に
、
食
べ
る
こ
と
の
楽
し
み
を
知

っ
て
い
た
だ
き
、
人
と

ふ
れ
あ
い
な
が
ら
健
康
維
持
ま
で
つ
な
が
る
よ
う
な
食
生
活
の

お
手
伝
い
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

「そ
の
時
期
に
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
季
節
の
食
材
を
お
い
し

く
、
し
か
も
健
康
に
気
を
付
け
た
味
付
け
で
」
…
を
モ
ッ
ト
ー

に
し
て
、
町
食
生
活
改
善
推
進
委
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
お

手
伝
い
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ワ
イ
ワ
イ
、
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
楽
し

い
料
理
教
室
に
な
っ
て
い
ま
す
。

高森町地域包括

∩
〆

し .
りきた寝

Ｆ
Ｉ
Ｉてし斤＋Ｉ骨てム西̈

古
半

８
月
２６
日

・
９
月
２６
日

男
の
料
理
教
室

～
町社
協
主
催
～

年
齢
を
重
ね
る
と
身
体
的
な
衰
え
に
よ
り
特
に
足
の
筋
力
が
低
下
し
て
転
倒
す
る
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。
特
に
骨
そ
し
よ
う
症
な
ど
で
骨
が
弱
く
な
っ
て
い
る
と
骨
折
し
て
治
療
後
の
り
八
ビ
リ
が
難

し
く

「寝
た
き
り
」
状
態
に
な
る
事
例
は
多
い
も
の
で
す
。
大
切
な
こ
と
は
足
腰
な
ど
の
筋
力
を
低

下
さ
せ
な
い
こ
と
と
、
骨
そ
し
よ
う
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
カ
ル
シ
ウ
ム
や
ビ
タ
ミ
ン
を
き
ち
ん
と

摂
る
食
生
活
を
続
け
ま
し
よ
う
。
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支援センターだより

|

転倒予防体操のすすめ

参加者 した皆さんの声

客壱民2ノ |く 星昼「|:i li;理

Z][博 )ξ圭星昼気裏
じてSf亀 源担票長留香
:晏 ё層:[讐 :詈 囃言
肇こ二零妥奎慮曇客呈屋
童雪B籍 省9李 蓉妥露再

包丁を持つ姿もなかなかのもの

最後はみんなで昼食会

「男子、厨房に入るべからず」 |ま昔の話。今後も
広く参加者を募つてこの教室を続けていきます
ので、お気軽に町社会福祉協議会までこ連絡く
ださい。(TEL 62-2158)

高森町の高齢化率
(平成 18年 9月 30日現在 )

世 帯 数 2,718

女
≡上
口 | 比率 (%)

3,578 3,938 7,5161
―

― ― ― ― ― ―

1 15.65

①足の筋カアップのために…

足先の曲げ伸ばし

①両足をそろえて、ひざを伸ばして座る。

②両手は後ろにして、状態を支える。

● ③背中を伸ばす。

④両足首を手前に充分に曲げ、 5秒 くらい

止めた後、外にしつかり伸ばす。

(この動作を 10回繰り返す)

片
=二

1ォ |

①両手を後ろにして、背中を伸ばしてひざ

を曲げて座る。

②片足を伸ばしながら持ち上げる。

③上げたまま5秒間止め、ゆつくりおろす。

(片足ずつ 10回繰り返す)

(2:)腰の筋カアップのために…

よつんばい片足上げ

●

①よつんばいの姿勢から片足のひざを伸ば

しながら持ち上げる。

②上げた状態で5秒間止め、ゆつくり戻す。

(両足を交互に 10回繰り返す)

③お腹の筋カアップのために…

あわ||1準工,ザ■
①あお向けになり、ひざを立てる。

②片足のひざを伸ばしながら、ゆつくり持

ち上げる。

③上げた状態で5秒間止め、ゆつくり戻す。

(片足ずつ 10回繰り返す)

口躍

転
倒
骨
折
予
防
の
た
め
に

いつまでも元気に 自分のことは自分で

町の食生活改善推進委員さん

の協力をいただきました。

9月 26日 のメインディッシュ

サーモンのガーリックソテー

介
護
予
防
対
策
を
実
施

町
で
は
家
の
中
の

「引
き
こ
も
り
」
や

認
知
症
予
防
、
運
動
機
能
低
下
な
ど
の
高

齢
者
の
諸
問
題
へ
の
対
策
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

転
倒
骨
折
予
防
教
室
や
認
知
症
予
防
教

室
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
町
独
自
の
取
り
組

み
や
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
町
内
各
老

人
ク
ラ
ブ
の
活
動
と
連
携
し
て
、
集
い
の

場
提
供
と
し
て
の
サ
ロ
ン
活
動
を
広
げ
ま

す
。ま

た
、
個
別
訪
間
な
ど
に
よ
り
実
態
把

握
や
調
査
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
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527 649 ],]フ 6

75歳以上 462 734 1,196 15.91

989 1,383 2,372 31.56
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